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在
宅
療
養
を
支
え
る
研
修
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

第
一
回
開
催 

 

看
護
師
の
特
定
行
為
研
修
が
ス
タ
ー
ト
し
、
約
３
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
当
院
で
も
４
名
の
研
修
修
了
者
（創
傷
管
理
関
連
）を
輩
出
い
た
し

ま
し
た
。 

 
こ
の
特
定
行
為
研
修
修
了
者
は
、
医
師
の
手
順
書
に
沿
っ
て
、
医
師
の

立
ち
合
い
等
が
な
く
と
も
処
置
等
が
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

 

在
宅
療
養
を
強
化
す
る
た
め
に
も
、
特
定
行
為
研
修
制
度
と
そ
の
内

容
に
つ
い
て
、
地
域
の
開
業
医
の
先
生
、
施
設
職
員
の
方
及
び
当
院
職

員
を
対
象
と
し
、
研
修
会
を
8
月
23
日
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

 

研
修
会
に
は
、
滋
賀
県
湖
東
健
康
福
祉
事
務
所
彦
根
保
健
所
所
長
の

切
手
俊
弘
（き
っ
て
と
し
ひ
ろ
）先
生
を
お
招
き
し
、
講
演
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
多
数
の
方
々
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
特
定
行
為
研
修
の
意

義
や
現
状
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
け
た
か
と
思
い
ま
す
。 

 

当
院
で
実
施
し
て
い
る
平
成
30
年
度
看
護
師
特
定
行
為
研
修
に
は
、

他
の
医
療
機
関
よ
り
２
名
の
参
加
が
あ
り
、
現
在
研
修
中
で
す
。 

 

全
国
的
に
も
未
だ
特
定
行
為
研
修
修
了
者
は
少
な
い
と
い
う
現
状
で

す
が
、
研
修
修
了
者
が
増
え
て
い
く
こ
と
で
、
今
後
は
在
宅
療
養
の
場

で
も
活
躍
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

Ｅ
Ｏ
Ｌ
ケ
ア
を
考
え
る
Ｐ
Ｔ
活
動
報
告 

「協働する医師から見た 
        特定行為修了者」 
 滋賀県湖東健康福祉事務所 
 彦根保健所 切手敏弘 先生 
 平成３０年８月２３日（金）開催 

来年度の特定行為研修（創傷管理
関連）については当院看護部までお
問い合わせください。 

ＥＯＬに関するフリーディスカッションの様子 

当
院
外
来
患
者
対
象
の 

 
 
 

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施 

7
月
14
、
15
日
に
実
施
し
た
病
院

ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
、
「終
末
期

に
お
け
る
意
思
決
定
に
つ
い
て
」の

質
問
を
記
載
し
ま
し
た
。
左
記
の

質
問
に
対
し
て
、
２
６
７
件
の
回

答
が
あ
り
ま
し
た 

112 

126 

29 
未回答 

希望あり 

希望なし 

【自由意見】（一部） 
●希望あり 
・人工呼吸器や胃ろうはつけたくない。 
・本人、家族にはできる限りわかりやすいICを行い 
希望にそったｹｱを行ってほしい。苦痛の緩和を 
大事にしてほしい。 
・苦痛は抑えて欲しい。家族と話して治療を考えたい。 
・最後まで病院で治療を受けたい。自然なかたちで。 
●希望なし 
・延命処置をせず、寿命がきたら、いく。 
・自分の終末期医療はまだ考えていないが、 
家族の終末期について充分な説明を選択肢を 
示してもらえればと思う。 

Ｅ
Ｏ
Ｌ
ケ
ア
っ
て
？ 

 

Ｅ
Ｏ
Ｌ
（エ
ン
ド 

オ
ブ 

ラ
イ
フ
）と
は

「最
期
ま
で
そ
の
人
ら
し
く
生
き
る
こ

と
」と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

本
院
で
は
、
最
期
ま
で
「そ
の
人
ら
し

く
」生
き
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援

す
る
こ
と
（Ｅ
Ｏ
Ｌ
ケ
ア
）に
つ
い
て
考
え

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発
足
し
、
以

下
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

★
Ｅ
Ｏ
Ｌ
に
つ
い
て
考
え
る
組
織
づ
く
り 

 
 

【継
続
的
に
Ｅ
Ｏ
Ｌ
に
つ
い
て
考
え
ら 

 
 
 

れ
る
仕
組
み
づ
く
り
】 

★
倫
理
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
開
催 

 
 

【本
人
の
希
望
を
尊
重
し
た
医
療
・ 

 
 
 

ケ
ア
・意
思
決
定
支
援
の
提
供
】 

★
啓
発
活
動
・研
修
の
開
催 

 
 

【臨
床
倫
理
を
考
え
る
院
内
全
体
の 

 
 
 

意
識
付
け
】 

七
尾
市
の
「も
し
も
ア
ン
ケ
ー
ト
」

の
実
施
を
受
け
て
・・・ 

「Ｑあなたは、自分の終末期医療
について希望はありますか？」 
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高額医療機器共同利用件数 

紹介率・逆紹介率の実績報告 

６月 ７月 ８月 

ＣＴ ３１ ２４ ２７ 

ＭＲＩ １０ １０ １９ 

内視鏡 ４ ９ ４ 

ＮＣＶ ０ ４ ０ 

その他 ３ ０ ０ 

合計 ４８ ４７ ５０ 

高額医療機器共同利用は他にも、核医学、 
超音波、マンモグラフィー、骨塩定量検査等 
行っています。また、緊急を要する場合は直 
接担当科へのご紹介をお願いしておりますの 
で、ご了承くださいますようお願いいたします。 

外来診療のお知らせ 

呼吸器外来の診察日が増え、月曜日・水曜日
の週２日間の診察となりました。 

 平成30年9月19日（水）に当院にてドクターヘリの搬送訓練が行われました。当院は災害拠点病院と
いうこともあり、敷地内にヘリポートがあります。今までも何度か緊急の 
ヘリコプターの受け入れを行ってきましたが、今回は初のドクターヘリで 
の訓練となりました。 

ドクターヘリ搬送訓練 
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棒線：紹介率 点線：逆紹介率 

 今回は当院から石川県立中央病院への搬送訓練でしたが、運用が開
始された場合、脳卒中等についてはフライトドクターが判断し、公立能登
総合病院へ搬送することも想定されています。石川県立中央病院から
公立能登総合病院まではヘリコプターで１５～２０分ということで、能登
地域の救急搬送にかかる時間の短縮が期待されます。 


